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念願だった児童養護施設の保育士になり十年が経とうとしています｡様々な理由を抱え親と生活が
できない子ども達の親がわりになりたいと思い､この仕事を選びました｡
働き始め､想像していた以上の厳しさを改めて実感しました｡｢子どもが好きだから｡｣軽い気持で
は､この仕事はできません｡子どもが自分になっいてくれず､挫折する日々もありました｡就職をし､
何年かは自分の事でいっぱいだった様に思います｡自分の事でいっぱいになり､周りの事が見えない
様では子どもも私になっいてくれるはずがありません｡子どもとぶっかり合い､いくつもの壁を乗り
越え､やっと関係作りができた事を覚えています｡毎日時間に追われ､ゆとりを持てず､焦って一日
が終わる事もあります｡一対一の関わりが必要とされていますが､なかなか思い通りにはいかない事
が現実です｡
養護施設の職員はいっも忙しそうにしている､という言葉を最近耳にしました｡私自身時間に追わ
れ､焦っていると自然と態度に出てしまっていた事がありました｡子どもは素直です｡ストレートに
思った事をぶつけてきます｡｢先生､怒っているの?｣｡ドキッとしました｡子どもとのつき合いが薄
れてしまうと､子どもにとって私の存在も薄れてしまうという事を経験しました｡もっとゆとりを持
ちながら子どもと関わりを持っ事が大切であるという事を感じました0
児童養護施設は､入所している子ども達の家庭の場となります｡職員は､子どもと寝食を共にしま
す｡集団生活になり､時間単位で行動をしなくてはならない面もありますが､生活全般は､一般家庭
と変わりありません｡
私達は､入所している子ども達の親がわりであり､優しく､時には厳しく､メリハリのある態度で
接しなくてはなりません｡物事の善悪も教えていかなくてはなりません｡厳しくする事も時には必要
とし､その後の子どもへのフォローも大切になります｡
私は､保育士になり､短大で勉強した事以上に沢山の経験をしてきました｡私の施設では､実習の
最終日に実習を通しての感想を書いてもらっています｡感想の中に ｢学校で学ぶ事は書類上の事であ
り､現場で学ぶ事とは異なる｡｣とありました｡その通りだと思います.学校で学んだ知識を頭の中
に入れておく事は大切な事です｡それ以上に､実際に自分で体験した事は､子育てをしていく上で大
切な事が沢山あります｡子どもと真っ正面から向き合うにはその子どもに合った関わり方､一つのや
り方だけではなく､何通りかのやり方があるかと思います｡一緒に体を動かしたり､悩み事を聞いた
り､問題行動を起こしてしまった時にはただ叱るのではなく､子ども自身が抱えているもの､考えて
いる事も聞いてあげる､聞き出してあげる事も必要となってきます｡一日を終え､子ども一人ひとり
の様子を振り返ってみると､印象強く残っている子､そうでない子どもがいます｡自分の子どもへの
関わりが足りなかった事を反省する事もあります｡自分が子どもに関わった分､子どもは自分につい
てくるのだと感じています｡実習生にも同じ事が言えます｡実習生から見た児童養護施設は､｢暗い｣
｢静か｣｢怖い｣といった印象が強く､不安な思いで実習に入る人が多いです｡そういった印象はどこ
から感じるのでしょうか｡実習初日は誰もが緊張をしています｡しかし､実習にも慣れていくと､伸
び伸びとして最終日には自分に自信を持ち､ひとまわり大きくなり帰っていきます｡実習をして､子
どもと関わりを持っ事で子どもの気持を感じとる事ができたり､関わりがうまくいかず悩んだり､人
間はそういった経験をして成長していくものだと思います｡失敗を恐れたり､すぐに諦めてはいけま
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せん｡私が実習生によく言う事は､実習中は子どもとの関係がうまく図れない事もあって当然の事､
又失敗や不安もあっても良いので､沢山の事に挑戦し､関わりを持ち､自分のものにしていってはし
いという事です.子どもとうまく話せず落ち込む実習生､失敗した時にもう一度と､チャレンジ精神
で進んでいく実習生と､様々です｡子どもは元気で明るい実習生に必ずっいていきます｡実習生慣れ
をしていて積極的に近寄っていく子に､うまく甘えられない子､甘え方を知らない子もいます｡目立
たない子どもにも､日を向けてほしいと思っています｡又､実習生として実習の目標 ･課題を必ず持っ
てきてほしいと思っています｡中には､児童養護施設の実習が初めてであるという学生も多いです｡
学校で､児童養護施設とはどんな所で､どんな子どもがいるかという事も勉強してくるかと思います｡
｢暗い｣｢静か｣｢怖い｣といった先入感がなくなる事を願っています｡実際に､世間一般の児童養護
施設の理解はまだ薄く､どんな所か､どんな人が生活しているのかさえも知らない人が多いのです｡
現在でも ｢養護施設って何?｣｢どんな子どもがいるの?｣という会話が聞かれます｡相手を責める
のではなく職員の私達がもっと世間に伝えていかなくてはならないと感じています｡施設の子どもだ
から･･･と言われがちですが､一般家庭の子どもと変わりありません｡違う所は､親と一緒に生活が
できないという事です｡親と一緒に生活をする事ができれば､それ程幸せな事はありません｡しかし､
何らかの理由で入所をしてくる子ども達です｡心に傷を負った子どもも少なくはありません｡私達は､
その傷をどう癒してあげるか､課題でもあります｡
保育士として求める事は､子ども達の母親であり､時には姉の様な存在である事｡母親的な存在が
必要である時は､優しくもあり時には厳しくある事も大切です｡子育てを経験した事のない人間にそ
れを求められる事は難しい事だと思います｡自分の母親から伝わる優しさ､母親にしてもらって嬉し
かった事などありませんか?それを保育士として子ども達に伝えていければ良いのだと私は思います｡
実習生の中で､子どもから相談をされた学生がありました｡子どもは､どうしても､その実習生に､
話しを聞いてほしかったのだと思います｡相談にのってあげ､少しでも言葉を返してあげる事でも良
いのです｡子どもにとっては ｢私の事を気にかけてくれている人がいる｣｢親身になり私の話しを聞
いてくれる人がいる｣と､安心するのです｡そして､信頼関係もできていくのです｡また､子どもと
関わる中で､スキンシップをとる事も必要とされ､求められます｡幼児期は表現をしやすくうまく態
度に出せていても､年齢が上がるにつれて､恥じらいも出てくるせいか､うまく表現ができない子ど
ももいます｡常に､子どもの目線で沢山の愛情を注ぎ､関わりを持ちたいと思っています｡現在は､
虐待をされ入所に至る子どもが増加しています｡
思うようにスキンシップを図る事のできない子どももいます｡愛着行動を必要とする時期にうまく
甘えられず通過してきてしまった子どももいます｡そっと頭をなでてあげる､甘えさせる時には思い
切り甘えさせる､ゆっくり話しを聞いてあげる｡子どもを受け入れる事は大切な事です｡受け入れら
れた時､又認められた時に初めて子どもは安心をし､心を開いてくれるのです｡心を開いてくれるま
でには時間がかかります｡それまでの積み重ねを一つ一つ大切にしていきたいものです｡
今後も､実習生を受け入れていくわけですが､実習生には是非､目標や課題を持ってきてはしいと
思っています｡実習態度 ･実習能力など､力をつけていってほしいと思っています｡又､子ども側か
ら話しかけてもらうのを待っているのではなく､実習生側から､積極的に話しをしていってほしいと
思っています｡児童養護施設の一年間は､行事も沢山あります｡施設それぞれ､特色のある行事もあ
ります｡
球技大会や運動会､普段見られない子どもの姿など見る事もできます｡私の施設では､年に一回の
バス旅行 ･老人ホームとの交流会 ･大学生との交流会 ･クリスマス会などの行事があります｡実習だ
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けでなく､時間のある時は､いっでも足を運んでみて下さい｡
私も保育士になり何年も経ちます｡私自身､成長していかなくてはならない面が沢山あります｡子
ども達にとっては､どんなに手をかけてもらった児童養護施設であっても､やはり一番は､自分の両
親なのです｡しかし､子ども達の親として､一歩でも近づく事ができる様､努力していきたいと思っ
ています｡
児童養護施設の保育士を望んでいる皆さんには､是非その夢を実現させてもらいたいと思っていま
す｡
笑ったり､泣いたり､辛い事や楽しい事を子ども達と一緒に経験し､子どもと共に成長していきた
いと思っています｡私は､児童養護施設の保育士になれて良かったと思っています｡
飯山学園 主任保育士 川久保恵 (旧姓 久保田) H7年卒業
幼児老人保健施設訪問
玉川大学との交流会
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学園生活での支援マニュアル (学童用)
平成17年3月1日現在
飯山学園
時間 子供の行動 支援をする時の心構え
6:30(70)1 起 床′ ○起床時間を把握して､子ども達が寝過ごさない様に配慮するo(部活劫 .
学校行事 等)
◎休日の朝一起床が 《7:00》となるo
○気持ちが穏やかで､落ち着いた心で一日がスタートできるように心を配
りながら支援し見守るo
(挨 拶)○『おはようございます』の挨拶を大切にしたいo(まず職員から､明る
く元気に挨拶)`
(健 康)○朝の視診を一人ずつ丁寧に行い､病気の早期発見に努める.
○顔色 T機嫌 .目付き.体温などに気を配り､発熱等健康面で心配がある
場合には､必ず手で触れて診るo
○健康状態に異常がある場合は､適切な処置をする○
※子どもに多い病気やケガの手当等簡単な知識を身につけるo
(身支度)○毎日の繰り返しの中で､衣服の着脱.洗面等自分で行える様に支援するo
○寝具の片付けの確認をするo
○夜尿の処置はヾ手早く済ませる○(天気の良い日には､.出来るだけ日光
消毒を行う)
掃 除 ○児童に合った分担を決めて取り組む○
○職員も掃除を共に行い､手本を示すo
○掃除が終了したら､確認すると共に ｢ご苦労様｣｢ありがとう｣など感
謝や激励の言葉掛けを忘れない様にする○
朝 食 ゆったりとした暖かみのある雰囲気の中で､食事を楽しみ少しずつ食事
(8:00)8:0前 のマナーを身に付けられる様に支援するO.
○好き嫌いなく､_バランス良く食事が出来る様に､又､良く噛んで最後ま
で食べれる様に励ますo
○自分の食器等､後片付けはみんなで行う様にするo
歯磨きー ○食後は､_きちんと歯を磨く.習慣を身に付けるo
○歯を磨く事の大切さを､繰り返し教えるO､(3食後､実施する)
※出来るだけ､登校前に排便の習慣を身に付けさせるo
登校 ○忘れ物がない様にするo(ハンカチ.鼻紙 等)(夜､又は登校前に準備
の時間をとり､確かゆる)
○表情や服装､持ち物､又は登校時間.部屋の片付け等に気を配るo(衣
類や靴下等に穴があいていないかo気候に合った服装なのか.元気さや
表情はどうかO等)
○挨拶をし合う中で､明るい気持ちで登校できる様に配慮するo(『行つ
てらっしゃい』『車に気を付けて』等)
☆欠席､遅刻､通院等について､速やかに学校ベ連絡するo
~【児童登校後】
○病欠の児童がいる場合は､通院⊥又は看病に当たり学校への連絡や食事
.面での配慮等を行うo
※病気の時､看病等を通じて温かい人間関係を造りたいo
○食堂 .児童居室†ホ｣ル ..トイレ等の掃除や片付けo
○児童の衣類や寝具類などの洗濯や片付けo:
○関係機関との連絡を取り合うo(家庭状況や児童の様子について連絡を
取り合う)
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時間 子供の行動 支援をする時の心構え
~~9:30学習終了後17821 朝 会 ※食堂にて朝会を行い､予定や児童の情報を交換し合うo
(ミ-ティング) 日誌に記入する事で､全職員が児童の状態を把捉するo(15分～30分程
度とする)
帰 園 ○｢ただいま｣とはっきりと挨拶が出来る様に支援するo
○顔色､機嫌､目付き､帰園時間などに気を配るo
○手洗いやうがいの励行を声掛けるo
学 習(小学生)中高 ○学校との連絡を密にして､学校と施設で一貫した学習や生活の指導態勢
を整えるo(連絡帳等の活用)
○学校から帰ったらすぐに学習 (宿趨等)を行う習慣を身に付け､根気よ
く学習する態度を養う0-1F保育室にてo
○児童一人一人の学力を正しく把握するo
○学年にこだわらず､児童の能力に応じてその児童に合った問題を与え､
根気よく行う様に見守って自信を付けさせるo
○質問等には､助言やヒントを与えながら自分で考えさせ､依存的になら
ない様にするo
○次の日の時間割を揃え､忘れ物のない様にするo
○学習後は､カバン等の後片付けを各自責任を持って行うo
消灯までの間に､自主的に 習に取り組める様支援するo
○落ち着いて学習に取り組める様な環境作りに努めるo
おやつ○外や歩きながら食べる事のない様にするo
○おやつを一緒に食べながら､子ども達の話に耳を傾ける.
お手伝 い ☆土 .日曜日のみ実施するo
○職員も子ども達も一緒に掃除や片付けをするo
○使用した道具の後始末がきちんと出来る様にするo
○｢ご苦労さん｣｢よくやつたね｣等の声掛けをして､積極的に手伝いに
取り組める姿勢を養い育てたいo
夕 食 ○幼児､小学生
[食事の場所]幼児-保育室､小学生-食堂
○中高生
[食事の場所]中高生一十食堂
○夕食は､なるべく時間をかけ､学校での出来事など気楽に話し合えて､
楽しく食事が出来る様に配慮するo
○偏食の矯正も無理のない様に配慮し､食べ物の栄養価などの話を聞かせ
たいo
※他は､<朝食>の事項を参照o
○後片付けは､みんなで協力して行うo
入浴 ○出来るだけ職員も⊥緒に入浴して､入浴マナー 等を話しながら子どもと
の会話の時間を大切にするo
〇時間を守り､みんなが楽しく入浴できる様にするo
○体を良く洗い､汚れた下着は必ず着替えるo
※ [入浴後の洗濯物]-小学生は､衣類を洗濯に出すo
中高生は､自分で洗う○
※洗濯物は､白い物と色物とを分けて､カゴに入れて洗濯に出すo
消 灯 ○部屋や衣類などの片付けをして､寝具類の用意をする
(22:00) ○翌日の登校準備を行うo
○｢お休みなさい｣と挨拶を掛け合うo
○部屋の入り口にスリッパをきちんと揃えるo
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